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光ファイバセンサを用いた構造 
ヘルスモニタリングシステムの開発

光ファイバセンサ／安全安心／ヘルスモニタリング／老朽化／構造物キーワード

高度成長期に建設された社会インフラやプラントの老朽化や延命が問
題になっているが、これらの構造物の健全性を適切に評価し、安全性を
確認しつつ運用する技術の開発が求められている。そのためには大型
の構造物の健全性をリアルタイムで精度良く計測し分析する技術がコ
ア技術となる。

耐食性、長期耐久性、防爆性に優れた光ファイバセンサを実構造物の
構造健全性評価に適用する技術である。感度と周波数特性に優れた
FODセンサとひずみ分布計測や多点計測に優れたOFDRセンサの研
究開発を行っている。LPG地下備蓄基地の状態監視や航空機構造の
構造健全性評価への大学発ベンチャーの適用実績がある。

光ファイバAEセンサ（FODセンサ）

光ファイバひずみ・温度計（OFDR方式）
株式会社レーザック（大学発ベンチャー）が開発・運用したセン
サーシステムを適用して研究課題ごとに最適な構造ヘルスモニ
タリングシステムを構築していきます。

大型構造物ばかりでなく、化学プラントに
おける回転機械の状態監視など、光ファイ
バセンサの優れた性能を発揮できる応用
分野は色々考えられるはずです。企業とご
一緒に適用分野を開拓できたら良いと思
います。大学発ベンチャーの株式会社レー
ザック（http://www.lazoc.jp）と一緒に
研究開発を進めさせていただきます。
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